2013年度　第４回審判部月例勉強会　参加報告　　　　　　　　　　　  2013.7.7　近藤
日時；2013年7月6日（土）　18：30～20：40

会場；中野区商工会3F会議室
· 東連大会等の状況報告

　 ◎ 本日までの大会報告
　 ・都少年アンダーアーマー開会式（駒沢硬式）

　 ・全日本学童東京都大会（府中市民） 先週終了
　 ・東京都知事杯女子学童大会（駒沢軟式）本日終了
　 ・東京都知事杯争奪学童大会（八王子市民／滝が原）本日開幕
　 ◎ これからの学童大会の予定
・高円宮賜杯全日本学童軟式野球大会8月（明治神宮他）

・NPBガールズトーナメント8月（東京ドーム他）

・東京都学童大会新人戦10月（戸田橋）
・日本ハム旗 関東学童軟式新人大会11月（日本ハム鎌ヶ谷）
・セガサミーカップ学童大会11月（セガサミー）／東連参加大会

　 ◎ 来年、平成26年度から東京都大会が日曜、祝日のみの開催で概ね、決定しました。
　　（東京都教育委員会の教育方針に向けての対応措置）

　 ◇ 第95回全国高校野球選手権記念 東京都大会（明治神宮他）本日開幕

· アマチュア野球統一化について
全日本野球協会（全日本アマチュア野球連盟、全日本軟式野球連盟、日本アマチュア野球規則委員会等で組織されたもの）の傘下に東連も編入していく。
⇒ 詳細説明に関しては、幹事会にて行ないます。

□ 審判対応に関してほか

・誰が見ても納得の行く裁定を目指す ⇒状況に応じた適切なポジショニング
・アピールプレイ時の対応をしっかり、はっきりと裁定できるように
   　クルー間協議後の裁定については、協議場所にて発表（協議メンバー集合のままで）
　　 するように。／連帯責任の意味や裁定に対しての意義を少しでも抑える効果など

・しっかり止まって、余裕を持ったジャッジをしましょう（早めのストップが肝心）
・距離を詰めることより、見る角度を確り取れるように

・無走者時での左右翼方向打球についての2塁塁審の対応（ポジショニング）に関して

　⇒ある程度、トップスピードで内野内に入れるように心掛けてください。
（左翼手より左側打球：セカンド側から、右翼手より右側打球：ショート側から入る）

　 ・Go out した塁審が元の位置に戻るタイミングについては、打球処理した後に内野内

　　 に返球が終わった時点と考えてください。
　 ・ファウル、フェアの裁定に関して
　 　⇒ 球審及び塁審でダブルジャッジにならないように。必ずしも同調ではありません。
　　（無駄な走塁を止める目的では、同調もOKです）

□ 東連大会での注意、他連絡について
・体調不良時には学童選手だけでなく、大人スタッフの方、審判員や関係者のみなさんについても早目に申し出るようにお願いをします。
・試合における脱帽について

試合中の脱帽は、開始時と終了時の両チーム整列集合での双方礼の挨拶（相手に対し
ての敬意時等を含む）時のみです。
・ラフプレイ／オブストラクション（走塁妨害）の適用について

　   明らかなアウトやセーフのタイミングでのプレイ時には、極力適用しないように。
誰が見ても“危ない！！”と感じたときには、勇気を持って確りジャッジをしましょ

う。また、チーム責任者への指導の徹底をお願いします。
　 ･スコワー（得点表）の記載方法について

1． 正式試合完了時：後攻チームがリードして、正式試合回数の最終回裏の攻撃が必要ない ⇒“X（大文字または、×印）”
2． 時間切れや得点差によるコールドゲーム ⇒“ⅹ（小文字）”を使ってください。

　《トピックス》

　　本日、滝が原での都知事杯争奪学童大会に 清原氏と高津氏が来られてました。
　　（お子さんの応援に）

· 大会でのトラブル事例について

（東連大会では、特別延長戦は全連・競技者必携に基いて、無死満塁の規定となってます）

◎アウトカウントの勘違い（都知事杯女子学童大会／駒沢）

特別延長回裏、1点差で走者2、3塁時に打者が1塁フォースアウトで守備側が２アウトで引上げてしまい（勝利を確信したのか？）、3塁走者はホームプレートを踏んで同点で尚も、2塁走者は3塁を廻ったところでチェンジと思って止まってしまった。
（2塁走者がそのままホームに入ってしまえば、ゲームセットだったのですが･････）

ここで球審は、プレイが止まってしまったので、致し方なく“タイム”を掛けて両チーム責任者へ説明後、ゲームを再スタートさせるのですが。再スタートも本来であれば、2アウト走者3塁（同点で）からの筈が、走者2、3塁（1点差）からスタートしようとしてしまい。ここでも、攻撃側よりアピールがあって再協議後、やっと続行できました。
（ここで問題になったプレイですが、“一旦正規の走塁で本塁に触れたならば、その走者の以降の行為によって、その得点は無効とはならない”⇒同点で2アウト走者3塁からの再スタート／規則書 5.06【原注】-- P.60 及び 競技者必携 五･〇〇ボールインプレイとボールデッド 1【問】、【答】-- P.59 其々参考にしてください）

· これから審判をされる方に是非、読んで参考にして頂きたい新刊本の紹介

『試合で使える～野球審判のしかたとルール（DVD付き）』西東社発行／本体1400円
 横溝直樹（全連技術委員長）、牧野勝行（東連専務理事）監修
 ⇒ 注文、ございましたら、近藤まで連絡願います。

□ 四人制メカニクスについて（三人制に関してはひとまず、終了です）
· 四人制審判の取り決め事項 ⇒ P.192～193（メカニクス第4版）
1． ポジショニング
2． 外野への打球の責任範囲

3． 球審の動き

4． トラブルボール

以上、4項目に関して、それぞれを確認しました。

 次回からは、四人制フォーメーションに関しての確認になります。
最後に、これから真夏に向かい暑さも一層厳しくなります。くれぐれも熱中症対策を怠ることなく、各支部におかれましても充分注意して頑張ってください。
尚、次回8月お休みのあと、9／7（土）中野区商工会にて予定とします。

《西多摩夏季大会において審判対応時での気付いた問題をひとつ》

○学童大会での同スコアでの（特別）延長戦について
　 大会第７日目6／29（土）2部、多西ヤングライオンズvs吉野BBC（宮ノ下C）での試合なのですが、2度特別延長をして、更に同スコアであれば特別延長を予定してた様なのです。決着が付くまでやらせるの？
□少年及び学童大会の延長戦に関して、全連の《競技者必携》では、

『競技に関する連盟特別規則』 二、延長戦 2少年部･学童部（後段）

 なお、学童部に限り、健康維持を考慮し、二時間三〇分を経過した場合は新しいイニングには入らない。 ただし、同点の場合は、引き続き特別延長戦を行う。
　　となってます。

⇒ 私観になってしまいますが、上記の『ただし、･････』以降に関して、やはり子供の健康維持を第一に思うと致し方がありませんが、抽選方式の採用も考える必要がありますね。（因みに、特別延長戦もせずに即、くじ引きによる抽選方式を採用している団体や大会もあるようです）
以上、参考ですが、宜しくお願いします。

